
－157－

一　

未
明
の
「
童
話
作
家
宣
言
」

大
正
十
五
年
、
小
川
未
明
は
『
東
京
日
日
新
聞
』（
五
月
十
三
日
）

に
「
今
後
を
童
話
作
家
に
」
を
発
表
し
、
以
後
小
説
の
筆
を
折
り
、

童
話
の
創
作
に
専
念
す
る
旨
を
宣
言
し
た
。
所
謂「
童
話
作
家
宣
言
」

で
あ
る
。

自
由
と
、
純
真
な
人
間
性
と
、
そ
し
て
、
空
想
的
正
義
の
世
界

に
あ
こ
が
れ
て
ゐ
た
自
分
は
、
い
つ
し
か
、
そ
の
芸
術
の
上
で

も
童
話
の
方
へ
惹
か
れ
て
行
く
や
う
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し

た
。（
中
略
）
多
年
私
は
、
小
説
と
童
話
を
書
い
た
が
、
い
ま
、

頭
の
中
で
二
つ
を
書
き
分
け
る
苦
し
さ
を
感
じ
て
来
ま
し
た
。

（
中
略
）
過
去
の
体
験
と
、
半
生
の
作
家
生
活
に
お
い
て
、
那

辺
に
多
少
の
天
分
の
存
す
る
か
を
知
つ
た
私
は
、
更
生
の
喜
び

と
勇
気
の
中
に
、
今
後
、
童
話
作
家
と
し
て
、
邁
進
を
つ
づ
け

や
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。

こ
こ
で
未
明
は
小
説
と
童
話
を
同
時
に
創
作
す
る
こ
と
の
困
難
を
理

由
に
あ
げ
て
い
る
が
、
創
作
ジ
ャ
ン
ル
を
選
択
す
る
こ
と
と
、
作
家

の
立
場
を
公
的
に
宣
言
す
る
態
度
と
の
間
に
は
、
い
さ
さ
か
齟
齬
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
童
話
作
家
宣
言
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
そ
の
真
意

が
た
び
た
び
検
討
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の
論
者
が
、
未
明
が
童
話
に

帰
着
し
た
こ
と
自
体
は
彼
の
資
質
上
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を

前
提
と
し
た
上
で
、
未
明
が
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
先
駆

者
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
経
緯
を
ふ
ま
え
、
宣
言
を
政
治
的
な
意
志

表
明
と
見
な
し
て
き
た
。
例
え
ば
宣
言
か
ら
四
年
後
の
『
東
京
朝
日

新
聞
』
は
、《
ア
ナ
系
の
作
家
は
、新
興
的
要
素
が
甚
だ
希
薄
で
あ
る
。

小
川
未
明
「
白
刃
に
戯
る
火
」
論

―
―
「
童
話
作
家
宣
言
」
の
文
学
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て

渋
谷
百
合
絵
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小
川
未
明
は
童
話
に
の
が
れ
、
宮
島
資
夫
は
ダ
ダ
イ
ス
ト
に
近
く
、

そ
の
他
の
建
設
的
な
、
積
極
的
な
気
持
ち
を
も
つ
た
も
の
は
、
ほ
と

ん
ど
総
て
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
方
へ
転
向
し
て
行
つ
て
し
ま
つ
た）

1
（

》
と

マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
に
融
合
で
き
ず
、
転
向
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ア

ナ
キ
ズ
ム
系
作
家
に
未
明
を
位
置
づ
け
て
い
た
。
ま
た
、
未
明
に
私

淑
し
後
に
作
品
集
・
小
説
集
等
の
編
集
に
携
わ
る
山
室
静
も
、
未
明

の
「
童
話
作
家
宣
言
」
を
以
下
の
よ
う
に
分
析
す
る）

2
（

。

運
動
の
進
展
が
次
第
に
マ
ル
ク
シ
ス
ト
系
と
ア
ナ
キ
ス
ト
系
に

分
裂
し
、
や
が
て
前
者
の
圧
倒
的
優
位
の
う
ち
に
、
多
分
に
浪

漫
主
義
的
理
想
主
義
だ
っ
た
初
期
社
会
主
義
の
文
学
が
、
こ
こ

に
は
っ
き
り
と
唯
物
史
観
と
階
級
闘
争
説
に
立
つ
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
の
方
向
を
と
る
に
つ
れ
て
、
未
明
の
立
場
は
い
た
っ
て

困
難
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
遂
に
こ
の
日
本
社
会
主
義

文
学
の
先
駆
者
を
し
て
戦
線
を
放
棄
せ
し
め
、
童
話
の
世
界
に

自
己
の
夢
を
託
さ
せ
る
に
い
た
る
。

山
室
は
こ
の
よ
う
に
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
未
明
が
、
マ
ル

ク
ス
主
義
文
学
の
台
頭
に
よ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
を
も
含

め
た
文
壇
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
子
ど
も
を
対
象
と
す
る

童
話
作
家
に
自
己
を
同
定
し
た
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行

論
の
見
解
は
、
そ
の
選
択
が
未
明
の
社
会
主
義
運
動
に
お
い
て
積
極

的
な
も
の
で
あ
っ
た
か）

3
（

消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か）

4
（

の
評
価
は
分
か

れ
る
に
せ
よ
山
室
の
説
を
概
ね
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。し

か
し
ア
ナ
キ
ス
ト
系
と
マ
ル
キ
ス
ト
系
の
分
裂
は
、
少
な
く
と

も
大
正
十
五
年
十
一
月
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
の
成
立
を

待
つ
必
要
が
あ
り
、
そ
の
前
身
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
で

は
依
然
ア
ナ
キ
ス
ト
、
マ
ル
ク
シ
ス
ト
が
同
居
し）

5
（

、
未
明
も
こ
れ
に

加
盟
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
に
マ

ル
ク
ス
主
義
の
影
響
が
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
、
大
正
十
五

年
九
月
に
『
文
芸
戦
線
』
に
発
表
さ
れ
た
、
青
野
末
吉
の
「
目
的
意

識
論
」
以
後
で
あ
る）

6
（

。
先
の
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
が
昭
和
四
年
に

書
か
れ
、
ま
た
、
山
室
静
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
参
入
が
昭
和

二
年
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
両
者
と
も
に
ナ
ッ
プ
成
立
以

降
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
趨
勢
か
ら
、
遡
及
的
に
未
明
の
宣
言
を

解
釈
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
こ
で
今
一
度
、
未
明
が
宣
言
に
お
い
て
小
説
と
童
話
と
い
う
表

現
形
式
の
対
立
を
問
題
に
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
未
明
は

宣
言
の
翌
月
、「
事
実
と
感
想
」（『
早
稲
田
文
学
』
六
月
）
で
も
《
材
の

取
り
扱
ひ
方
、
見
方
共
に
、
小
説
と
童
話
と
は
異
な
つ
て
ゐ
》
て
両

立
が
難
し
い
こ
と
を
繰
り
返
し
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
、
後
に
詳
し

く
見
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
未
明
は
大
人
読
者
を
対
象
と
し
た
文
芸

誌
・
総
合
誌
に
も
、
小
説
と
童
話
を
融
合
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
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た
。
こ
う
し
た
未
明
の
実
情
を
考
え
る
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に

お
け
る
小
説
概
念
が
童
話
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
未
明
が

こ
う
し
た
試
み
か
ら
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、「
宣
言
」
は

示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

未
明
と
深
い
親
交
の
あ
っ
た
中
央
公
論
の
編
集
者
、木
佐
木
勝
は
、

大
正
十
五
年
六
月
七
日
の
日
記
に
《
未
明
氏
の
作
品
の
基
底
に
あ
る

も
の
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
反
対
の
も
の
で
あ
》
り
、

《
未
明
氏
自
身
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
、
今
後
童
話
を
書
く
こ
と
に
専

心
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か）

7
（

》
と
書
き
残
し
て
い
る
。
今
日
か
ら

見
れ
ば
こ
れ
は
、
昭
和
三
年
に
蔵
原
惟
人
が
提
唱
し
た
マ
ル
ク
ス
主

義
文
学
理
論
に
基
づ
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
を
さ
す
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
や
や
先
取
り
し
て
言
う
と
、
未
明
の
宣
言
の
時
期

に
す
で
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
、
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
別
を
問
わ
ず
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
全
体
が
リ
ア
リ
ズ
ム
に
向
か
っ
て
お
り
、
未
明
の
作
風
は

排
除
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
目
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
未
明
の
童
話
小
説
や
、
他
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
家
の
寓
話

的
作
品
を
分
析
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
お
い
て
童
話
が
持
っ
て

い
た
表
現
の
可
能
性
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
そ
の
上
で
大
正
十
五
年
前
後
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
お
け
る

表
現
手
法
を
め
ぐ
る
議
論
を
再
検
討
し
、
小
川
未
明
「
童
話
作
家
宣

言
」の
文
学
史
的
意
義
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

な
お
本
稿
で
は
、大
人
を
対
象
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
さ
れ
た
、

童
話
の
表
現
形
式
を
用
い
た
作
品
、
童
話
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
技

法
や
モ
チ
ー
フ
な
ど
を
生
か
し
た
作
品
全
般
を
、
子
ど
も
を
対
象
と

す
る
童
話
と
分
け
る
た
め
に
、
仮
に
童
話
小
説
と
呼
称
す
る
こ
と
と

す
る
。二　

小
川
未
明
の
社
会
主
義
小
説
／
童
話
の
特
質

未
明
の
童
話
小
説
が
如
何
な
る
試
み
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
、
未
明
の
小
説
と
童
話
の
結
節
点
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
そ
も
そ
も
未
明
の
小
説
、
特
に
社
会
主
義
小
説
と

童
話
が
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。

小
川
未
明
は
明
治
三
十
七
年
九
月
に
「
漂
浪
児
」（『
新
小
説
』）
で

脚
光
を
浴
び
、
自
然
主
義
文
学
全
盛
期
に
、
子
ど
も
や
農
村
に
お
け

る
被
差
別
者
を
描
き
、
新
ロ
マ
ン
主
義
の
特
異
な
文
学
世
界
を
保
持

す
る
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
瀬
沼
茂
樹
が
指
摘
す
る
よ
う
に
社

会
的
弱
者
や
悲
境
へ
の
共
感
と
い
う
点
で
そ
の
主
調
音
は
一
貫
し
て

お
り）

8
（

、
始
発
期
か
ら
社
会
主
義
作
家
た
る
資
質
を
備
え
て
い
た
と
い

え
る
だ
ろ
う）

9
（

。
未
明
は
次
第
に
都
市
に
お
け
る
格
差
・
貧
困）
10
（

や
、
機

械
文
明
や
戦
争
の
非
人
間
性）
11
（

、
終
身
懲
役
・
死
刑
制
度）
12
（

な
ど
を
題
材
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と
す
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
文
明
の
社
会
矛
盾
に
対
し
素
朴
な
倫
理

的
疑
問
・
反
発
を
表
明
す
る
作
品
を
数
多
く
発
表
す
る
よ
う
に
な

る
。
大
正
八
年
に
は
自
身
の
門
下
生
の
藤
井
真
澄
ら
と
と
も
に
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
先
駆
け
と
な
る
雑
誌
『
黒
煙
』
を
発
刊
、
翌
年

に
は
日
本
社
会
主
義
同
盟
に
参
加
し
、
文
壇
作
家
の
な
か
で
も
い
ち

早
く
社
会
主
義
運
動
に
加
わ
り
、
社
会
主
義
作
家
の
立
場
を
鮮
明
に

し
て
い
く
。
未
明
は
当
時
か
ら
文
壇
の
健
全
な
倫
理
、
闘
士
と
し
て

評
価
さ
れ
て
お
り）
13
（

、例
え
ば
宣
言
の
直
前
に
完
結
し
た
『
未
明
選
集
』

（
全
六
巻
、
未
明
選
集
刊
行
会
）
は
、
社
会
主
義
作
家
に
至
る
創
作
の

軌
跡
が
収
め
ら
れ
た
選
集
と
し
て
広
告
さ
れ
て
い
る）
14
（

。

未
明
の
社
会
主
義
小
説
は
、
貧
困
や
死
や
病）
15
（

、
過
重
労
働）
16
（

、
そ
れ

に
よ
る
家
庭
の
崩
壊
、
階
級
間
の
衝
突）
17
（

等
を
描
く
が
、
語
り
手
は
出

来
事
の
経
緯
や
理
由
を
個
々
の
登
場
人
物
の
性
質
や
具
体
的
な
状
況

の
細
部
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
構
造
を
概
括

的
す
る
視
点
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
主
人
公
や
登
場
人

物
は
自
ら
の
悲
痛
な
感
慨
に
沈
潜
し
、
観
念
的
な
煩
悶
に
満
ち
た
心

内
語
や
会
話
文
が
作
品
の
文
量
の
多
く
を
占
め
て
い
る）
18
（

。
つ
ま
り
未

明
の
社
会
主
義
小
説
は
社
会
構
造
を
大
枠
で
把
握
し
、
そ
の
個
人
を

越
え
た
抗
い
が
た
い
力
、
資
本
主
義
や
階
級
へ
の
直
感
的
な
嫌
悪
を

強
く
訴
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
描
き
方
は
、
人
間
を

拘
束
し
破
壊
す
る
社
会
制
度
へ
の
反
発
を
素
朴
に
喚
起
す
る
一
方

で
、
作
品
と
し
て
は
単
調
さ
と
表
裏
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。こ

の
よ
う
な
社
会
主
義
小
説
に
対
し
、
次
に
未
明
童
話
の
特
質
を

見
て
み
た
い
。

未
明
は
早
稲
田
大
学
で
指
導
を
受
け
た
島
村
抱
月
の
呼
び
か
け
で

「
少
年
文
庫
」
の
刊
行
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
、
明
治

四
十
三
年
に
は
童
話
集
『
赤
い
船
』（
京
文
堂
書
店
）
を
刊
行
、
大
正

八
年
に
は
後
続
の
童
話
雑
誌
『
お
と
ぎ
の
世
界
』
の
監
修
を
務
め
る

他
、
大
正
九
年
以
降
は
童
話
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
や
『
童
話
』
に
積
極

的
に
童
話
を
掲
載
す
る
な
ど
、
大
正
期
童
話
運
動
の
立
役
者
と
し
て

活
躍
し
た
作
家
で
も
あ
っ
た
。

童
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
表
現
方
法
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
大
正
期
童
話
運
動
を
牽
引
し
た
『
赤
い
鳥
』
の
、
特

に
初
期
の
作
品
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
特
質
と
し
て
、
ま
ず
、
単
純
で

平
易
な
語
彙
が
用
い
ら
れ
、
文
末
が
丁
寧
体
の
過
去
形
で
括
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
未
明
の
場
合
は
、
未
明
が
談
話
体
と
呼
称
す

る「
で
あ
り
ま
す
。」「
で
あ
り
ま
し
た
。」が
多
い
）。
ま
た
初
期『
赤
い
鳥
』

の
童
話
の
多
く
が
昔
話
の
再
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
人
公
を
中
心

と
す
る
登
場
人
物
の
行
為
の
連
鎖
で
プ
ロ
ッ
ト
が
構
成
さ
れ
、
プ
ロ

ッ
ト
を
単
純
化
・
類
型
化
す
る
た
め
に
、
登
場
人
物
も
単
純
化
・
類

型
化
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
語
り
の
形
式
は
作
家
を
越
え
童
話
ジ
ャ



－161－

ン
ル
特
有
の
表
現
と
し
て
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
童
話
は

本
来
昔
話
の
再
話
か
ら
成
立
し
た
た
め
、
童
話
の
語
り
手
は
、
昔
話

の
語
り
手
の
よ
う
に
伝
承
の
媒
介
者
を
装
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結

果
、
童
話
の
語
り
手
の
判
断
も
、
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
、
と

い
う
印
象
を
与
え
る
た
め
、
語
り
手
個
人
の
判
断
を
越
え
た
普
遍
性

を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
人
間
の
類
型
を
擬
人
化
さ
れ
た
事

物
に
あ
て
は
め
る
描
き
方
も
、
童
話
に
頻
出
す
る
手
法
で
あ
る
。

未
明
童
話
は
、
流
浪
者
や
乞
食）
19
（

、
貧
民
層
の
子
ど
も）
20
（

、
孤
児）
21
（

、
擬

人
化
さ
れ
た
動
植
物
や
産
業
物
な
ど）
22
（

を
繰
り
返
し
描
い
て
い
る
。
そ

の
際
プ
ロ
ッ
ト
上
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
、
都
市
と
郊
外
・
山

村
・
海
な
ど
を
舞
台
と
し
、
色
彩
や
季
節
、
気
候
な
ど
を
効
果
的
に

用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
未
明
の
童
話
は
、
衰
え
い
く
も

の
、
虐
げ
ら
れ
た
も
の
へ
の
哀
れ
み
や
運
命
の
悲
哀
と
、
そ
の
反
動

で
浮
か
び
上
が
る
理
想
へ
の
憧
憬
や
人
間
の
良
心
の
讃
美
を
、
具
体

的
な
形
象
や
身
体
感
覚
と
結
び
つ
け
て
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

悲
哀
へ
の
耽
溺
は
、
今
日
の
児
童
文
学
観
か
ら
す
れ
ば
批
判
の
対

象
に
な
り
か
ね
な
い
が）
23
（

、
未
明
は
、
過
剰
な
悲
劇
こ
そ
が
現
実
に
お

け
る
苦
痛
を
癒
す
と
考
え
て
い
た）
24
（

。
菅
忠
道
が
指
摘
す
る
よ
う
に
未

明
が
童
話
創
作
を
開
始
し
た
明
治
末
期
の
、《
封
建
的
な
遺
制
の
強
い

社
会
環
境
の
な
か
で
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
は
情
緒
・
感
情
の

解
放
と
い
う
積
極
的
な
意
味
も
あ
っ
た
》
の
で
あ
る）
25
（

。
つ
ま
り
、
明

治
の
勧
善
懲
悪
的
な
御
伽
噺
が
、
立
身
出
世
を
鼓
舞
す
る
国
民
教
育

に
荷
担
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
未
明
童
話
は
疎
外
さ

れ
る
も
の
の
悲
し
み
を
描
く
こ
と
で
、
公
権
力
へ
の
反
抗
を
鮮
明
に

打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
未
明
は
子
ど
も
を
、
社
会
矛

盾
を
一
身
に
背
負
う
弱
者
と
と
ら
え
る）
26
（

一
方
、
物
質
文
明
に
毒
さ
れ

た
人
間
の
感
性
を
救
う
理
想
の
源
泉
と
考
え
て
い
た）
27
（

。
そ
の
た
め
、

未
明
童
話
の
批
判
精
神
は
や
が
て
、
近
代
国
家
を
支
え
る
物
質
文
明

そ
の
も
の
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
未
明
の
社
会
主
義
小
説
の
特
質
、
童
話
の
特
質
と
童
話
観

・
児
童
観
を
み
て
き
た
が
、
小
説
で
培
わ
れ
た
現
実
社
会
へ
の
概
念

的
理
解
が
、
現
実
へ
の
批
判
と
理
想
を
物
語
に
組
み
上
げ
る
童
話
と

結
び
つ
き
新
た
な
社
会
主
義
文
学
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
は
、
ま

さ
に
必
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

小
説
と
こ
の
童
話
小
説
と
の
線
引
き
は
極
め
て
困
難
で
、
文
末
処

理
だ
け
を
童
話
の
よ
う
に
丁
寧
体
過
去
に
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

内
容
の
平
易
さ
・
簡
潔
性
・
空
想
性
な
ど
を
基
準
に
童
話
ら
し
い
作

品
を
あ
げ
る
な
ら
、「
馭
者
」（『
我
等
』
大
10
・
１
）、「
火
を
点
ず
」（『
種

蒔
く
人
』大
10
・
11
）、「
踏
切
番
の
幻
影
」（『
中
央
公
論
』大
13
・
11
）、「
暴

風
と
月
の
妖
術
」（『
中
央
公
論
』大
15
・
10
）な
ど
が
あ
る
。
次
章
で
は
、

小
川
未
明
の
社
会
主
義
童
話
小
説
の
中
で
も
特
に
動
植
物
の
擬
人
化
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が
効
果
的
に
多
用
さ
れ
て
い
る
「
白
刃
に
戯
る
火
」（『
中
央
公
論
』

大
14
・
３
）
を
と
り
あ
げ
、
童
話
の
表
現
手
法
が
社
会
主
義
的
主
題

を
扱
う
と
き
、
ど
の
よ
う
な
有
効
性
を
発
揮
し
て
い
る
か
を
見
て
い

き
た
い
。

三　

童
話
小
説
「
白
刃
に
戯
る
火
」

本
作
は
、『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
講
談
社
、
昭
52
）
で
は
《
童

話
的
方
法
を
取
容
れ
る
こ
と
で
、
小
説
に
新
生
命
を
吹
き
こ
も
う
と

し
た
作
》
と
言
及
さ
れ
、『
編
年
体
大
正
文
学
全
集
』（
第
十
四
巻
、
ゆ

ま
に
書
房
、平
15
）
で
は
《
必
ず
し
も
子
供
を
対
象
と
せ
ず
に
「
童
話
」

と
い
う
枠
組
み
を
社
会
批
判
に
転
用
す
る
実
験
》
的
作
品
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
に
ほ
と
ん
ど
分
析
さ
れ
て
い
な
い
作
品
で

あ
る
。
は
じ
め
に
本
作
の
梗
概
を
示
し
て
お
こ
う
。

主
人
公
の
《
支
那
水
仙
》
の
球
根
は
、
裏
通
り
の
《
支
那
》
の
雑

貨
を
扱
う
店
先
で
、
冷
酷
な
金
持
ち
の
老
人
に
買
わ
れ
る
。
老
人
の

部
屋
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
主
人
の
命
令
に
従
う
よ
う
運
命
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
水
仙
は
自
分
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。
老

人
は
青
光
り
を
放
つ
小
刀
で
球
根
を
切
り
裂
き
、
無
理
や
り
開
花
さ

せ
よ
う
と
す
る
。
水
仙
は
冬
の
寒
さ
に
凍
え
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も

懸
命
に
花
を
さ
か
せ
、
そ
の
花
の
香
り
を
慕
っ
て
年
老
い
た
虻
が
や

っ
て
く
る
。
虻
は
、
老
人
の
家
の
冷
た
い
石
垣
の
前
で
、《
支
那
》
の

青
年
が
手
品
を
し
て
い
た
様
子
を
語
る
。
そ
の
夜
、
手
品
の
見
物
人

の
一
人
だ
っ
た
労
働
者
が
、
老
人
に
金
の
無
心
に
や
っ
て
く
る
。
怯

え
た
老
人
は
次
の
日
往
来
を
行
く
労
働
者
を
、
強
迫
に
来
た
労
働
者

と
勘
違
い
し
て
警
察
に
通
報
し
、警
察
は
労
働
者
を
連
行
し
て
い
く
。

そ
の
夜
、
虻
は
死
に
至
る
。

先
に
童
話
の
特
質
が
、
筋
お
よ
び
登
場
人
物
の
単
純
化
、
類
型
化

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
本
作
も
ま
た
、
老
人
を
《
我
儘
で
、

自
分
勝
手
で
、
冷
酷
》《
冷
酷
な
主
人
》、
老
人
に
虐
げ
ら
れ
な
が
ら

も
花
を
咲
か
せ
る
水
仙
を
《
春
の
魁
》
と
表
現
し
、
二
者
の
対
立
を

鮮
明
に
う
ち
だ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
対
比
を
状
況
設
定
に
ま

で
拡
大
し
、
老
人
が
水
仙
の
球
根
を
切
り
裂
き
花
を
咲
か
せ
よ
う
と

す
る
作
中
の
現
時
を
《
霜
の
降
る
世
界
》《
冬
枯
の
季
節
》《
色
が
褪

せ
て
、
黒
く
朽
ち
て
》《
凍
つ
た
大
気
》
に
、
水
仙
が
本
来
花
を
咲

か
せ
る
時
節
を
《
あ
た
ゝ
か
な
春
》《
春
の
麗
か
な
日
》
に
設
定
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
老
人
＝
「
冷
酷
」
＝
「
冬
」、
水
仙
＝
「
温
」

＝
「
春
」
と
イ
メ
ー
ジ
が
結
合
し
、
温
か
い
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る

自
然
物
に
対
し
、
生
命
感
の
な
い
非
情
な
人
間
と
い
う
対
比
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
本
作
は
両
者
の
対
立
を
、「
冷
」「
温
」
や
「
冬
」「
春
」

の
対
比
と
い
う
慣
用
的
な
善
悪
の
隠
喩
を
用
い
、
身
体
感
覚
に
置
き

換
え
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
作
の
語
り
手
は
虐
げ
ら
れ
る
水
仙
に
寄
り
添
っ
て
状



－163－

況
を
説
明
し
て
い
る
。

　

水
仙
は
、
あ
た
ゝ
か
な
春
の
日
を
待
つ
て
、
咲
か
う
と
思
つ

て
ゐ
ま
し
た
。
し
か
し
、
無
理
や
り
に
球
を
切
ら
れ
て
、
霜
の

降
る
世
界
に
、
頭
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
す
。

　

彼
は
、
そ
の
身
震
ひ
の
す
る
、
怖
し
い
夜
を
思
ひ
出
さ
ず
に

は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

語
り
手
は
水
仙
の
思
惟
に
寄
り
添
い
、《
思
は
れ
ま
し
た
》
と
い
う
主

語
の
人
称
を
曖
昧
に
す
る
文
末
表
現
を
多
用
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

語
り
手
の
判
断
と
水
仙
の
判
断
と
は
一
体
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
後
半
で
は
、
奇
術
を
し
て
日
銭
を
稼
ぐ
《
支
那
人
》
や
、
労

働
者
に
脅
迫
さ
れ
て
憤
り
怯
え
る
老
人
が
、
水
仙
や
虻
の
視
線
を
通

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
前
半
の
対
比
的
表
現
で
強
調
さ

れ
て
い
た
人
間
社
会
の
非
情
さ
が
、
人
間
社
会
の
外
部
に
あ
る
自
然

物
の
視
点
で
冷
や
や
か
に
眺
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
本
作
の
主
人
公
や
そ
の
周
囲
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
事

物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
老
人
は
事
物
の
言
動
に
気
づ
く
こ
と
は
で

き
ず
、
老
人
の
認
識
し
う
る
時
空
間
と
擬
人
化
さ
れ
た
事
物
の
時
空

間
と
は
重
な
り
な
が
ら
決
定
的
に
断
裂
し
て
い
る
。
こ
の
作
中
の
人

間
に
は
認
識
さ
れ
な
い
事
物
の
様
態
が
、
人
間
の
ふ
る
ま
い
を
意
味

づ
け
、
あ
る
い
は
人
間
社
会
の
構
造
を
模
倣
拡
大
す
る
こ
と
で
、
そ

の
構
造
の
欠
陥
を
明
ら
か
に
す
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
老
人
が
水
仙
の
球
根
を
切
り
裂
き
開
花
さ
せ
る
場
面
を

見
て
み
た
い
。
水
仙
の
開
花
を
早
め
る
た
め
に
球
根
に
切
れ
目
を
入

れ
る
方
法
は
当
時
の
園
芸
書
に
も
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な
水

仙
の
栽
培
法
の
一
つ
で
あ
り
、
老
人
の
残
虐
性
に
由
来
す
る
行
為
で

は
な
い）
28
（

。
し
か
し
水
仙
に
寄
り
添
う
語
り
手
の
説
明
は
、
明
ら
か
に

老
人
の
行
為
に
暴
力
性
を
付
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
古
来
刃
物
は

男
性
を
、
花
は
女
性
を
象
徴
す
る
事
物
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
老

人
は
《
俺
は
、
も
う
長
い
間
、
渇
い
て
ゐ
る
。
何
か
に
、
さ
く
り
と

は
い
つ
て
、
思
ひ
存
分
、
水
気
を
吸
つ
て
見
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
》

と
独
言
す
る
白
刃
で
、《
支
那
水
仙
の
球
を
、さ
く
り
と
切
り
裂
》
く
。

水
仙
は
《
自
分
の
務
め
を
自
覚
》
し
、
厳
し
い
寒
さ
の
な
か
で
も
懸

命
に
花
を
咲
か
せ
る
が
、
こ
こ
に
身
売
り
さ
れ
た
少
女
が
娼
楼
に
あ

げ
ら
れ
、
そ
れ
で
も
健
気
に
生
き
る
姿
を
読
み
取
る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
性
的
な
暴
力
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
描

き
方
に
よ
っ
て
、
人
間
の
残
虐
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

さ
ら
に
燈
火
の
白
刃
に
対
す
る
ふ
る
ま
い
に
も
ま
た
性
の
イ
メ
ー

ジ
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

冷
た
い
、
こ
れ
も
乾
い
て
、
情
と
い
ふ
も
の
の
見
た
く
も
な
い

燈
火
が
、
さ
も
処
女
ら
し
く
、
面
を
赧
め
て
白
刃
に
戯
れ
か
ゝ

る
の
で
し
た
。

「
妾
の
大
好
き
な
、
あ
な
た
！
ど
う
か
、
妾
と
い
つ
し
よ
に
、
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か
う
し
て
、
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
て
下
さ
い
な
」
と
、
言
つ
て
、
火

は
、
星
の
や
う
に
澄
ん
だ
瞳
を
白
刃
の
青
ざ
め
た
、
怒
り
ぽ
さ

う
な
顔
の
上
に
落
し
ま
し
た
。

「
勝
手
に
し
た
ら
い
ゝ
」
と
、
小
刀
は
、
言
つ
て
、
彼
女
の
な

す
ま
ゝ
に
委
か
し
て
ゐ
る
と
、
燈
火
は
、
少
女
の
如
く
、
ま
た

赤
い
石
竹
の
花
の
絡
む
が
や
う
に
ぞ
つ
と
す
る
白
刃
に
し
な
だ

れ
か
ゝ
つ
た
の
で
す
。

白
刃
の
表
面
に
電
燈
の
光
が
反
射
す
る
様
が
、
男
性
に
し
な
だ
れ
か

か
る
女
性
の
媚
態
に
喩
え
て
表
現
さ
れ
、
そ
の
情
景
が
視
覚
的
に
二

重
写
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ふ
る
ま
い
は
性
的
な

情
動
を
そ
こ
に
想
定
さ
せ
る
が
、燈
火
と
白
刃
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、

身
体
の
融
合
、
生
殖
を
想
定
す
る
に
は
あ
ま
り
に
遠
い
。
従
っ
て
、

情
動
を
支
え
る
性
的
欲
望
を
欠
い
た
ま
ま
、
そ
の
身
振
り
ば
か
り
が

描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。情
動
の
根
源
が
不
可
解
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

白
刃
に
絡
む
光
の
様
相
が
一
層
鮮
烈
に
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
一
見
本
筋
に
関
わ
り
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
情
景

は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ
か
を
考
え
て
み
た
い
。

燈
火
が
白
刃
に
戯
れ
る
情
景
は
、
老
人
が
水
仙
を
切
り
裂
く
直
前

と
、
労
働
者
に
脅
迫
さ
れ
た
老
人
が
護
身
の
た
め
に
白
刃
を
取
り
出

す
場
面
で
、
二
度
描
か
れ
て
い
る
。

前
者
は
、
先
に
み
た
性
的
暴
力
の
イ
メ
ー
ジ
を
助
長
す
る
効
果
を

生
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

後
者
は
、
労
働
者
が
老
人
に
金
を
要
求
し
、
怯
え
た
老
人
が
労
働

者
か
ら
自
身
の
財
産
と
身
を
守
ろ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場

面
の
直
前
に
、
老
人
を
脅
迫
す
る
労
働
者
が
支
那
人
の
手
品
を
見
な

が
ら
、
な
ぜ
奇
術
で
金
銭
を
取
り
出
そ
う
と
し
な
い
の
か
と
卑
俗
な

疑
問
を
持
つ
様
子
や
、老
人
が
息
子
を
座
敷
牢
に
押
し
込
め
て
で
も
、

息
子
か
ら
財
産
を
守
ろ
う
と
画
策
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
労
働
者
も
老
人
も
と
も
に
金
に
執
着
し
、
金
へ
の
欲
望

に
動
か
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
童
話
の
語
り
手
は
、
筋
を
構
成
す
る
登

場
人
物
の
行
為
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
は
説
明
し
な
い
と
い
う
性
質
を

も
つ
た
め
、
ま
た
語
り
手
が
虻
や
水
仙
の
視
点
に
寄
り
添
っ
て
い
る

た
め
、
老
人
や
労
働
者
の
人
物
の
背
景
を
示
す
情
報
は
ほ
と
ん
ど
描

か
れ
な
い
。
老
人
と
息
子
の
関
係
は
わ
ず
か
に
説
明
さ
れ
る
が
、
そ

の
他
の
、
老
人
と
労
働
者
の
家
族
構
成
や
仕
事
と
い
っ
た
、
人
間
関

係
に
関
わ
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
語
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。
家
族
構
成

や
仕
事
は
、
ま
さ
に
人
物
の
経
済
的
状
況
を
表
す
一
つ
の
指
標
と
な

り
、
彼
ら
が
金
に
よ
っ
て
何
を
得
、
何
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
が
明
確
に
な
る
。
そ
の
指
標
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
金
銭
を

得
る
こ
と
自
体
が
目
的
化
し
、
老
人
と
労
働
者
の
金
に
む
け
ら
れ
た

欲
求
が
端
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
し
か
し
貨
幣
に
対
す
る
欲
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望
は
、
本
来
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本

作
の
人
間
達
の
ふ
る
ま
い
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
資
本
主
義
貨
幣

経
済
に
絡
め
取
ら
れ
る
欲
望
の
不
気
味
さ
、
不
可
解
さ
に
他
な
ら
な

い
。
欲
望
と
そ
の
対
象
と
が
本
然
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
欲
望
の
身
振
り
ば
か
り
が
反
復
さ
れ
る
構
図
は
、
ま

さ
に
燈
火
と
白
刃
の
そ
れ
と
等
価
で
あ
る
と
い
え
る
。
二
重
写
し
に

よ
っ
て
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
る
燈
火
の
姿
態
は
、
ま
さ
に
人
間
の

あ
り
方
を
照
射
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
人
間
の
ふ
る
ま
い
が
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に

水
仙
や
虻
の
視
線
を
通
し
て
批
判
的
に
眺
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。
人
間
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
貨
幣
経
済
に
囚
わ
れ
ざ
る
を

え
な
い
が
ゆ
え
に
、
現
実
に
対
し
ど
こ
か
に
妥
協
意
識
を
抱
か
ざ
る

を
え
な
い
。
一
方
、
水
仙
も
虻
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
生
存
の
条

件
に
金
を
必
要
と
し
な
い
。
従
っ
て
、
水
仙
や
虻
の
視
線
は
、
人
間

の
視
点
で
人
間
社
会
を
批
判
す
る
よ
り
も
一
層
突
き
放
し
た
仮
借
な

い
糾
弾
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。
結
末
で
、
強
迫
観
念
に
囚
わ
れ
る

老
人
を
あ
ざ
笑
う
虻
の
言
葉
は
、
人
間
社
会
全
体
を
嘲
笑
す
る
透
徹

し
た
響
き
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
作
は
童
話
の
表
現
形
式
を
生
か
す
こ
と
で
、
善

悪
の
観
念
を
身
体
感
覚
と
結
び
つ
け
て
表
現
し
、
人
間
社
会
を
批
判

す
る
た
め
に
そ
こ
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
視
点
を
確
保
す
る
こ
と
を
可

能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
語
り
手
の
説
明
を
プ
ロ
ッ
ト
の
進
行
に
関

わ
る
登
場
人
物
の
言
動
に
対
し
て
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
か
え

っ
て
個
人
と
社
会
シ
ス
テ
ム
と
の
つ
な
が
り
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
人
間
の
世
界
と
事
物
の
世
界
を
二
重
化
し
事
物
と
人

間
を
対
置
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
暴
力
性
を
暗
示
し
、
社
会
シ
ス
テ

ム
に
操
作
さ
れ
る
欲
望
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
擬
人
化
の
効
果
は
、
童
話
の
擬
人
化
が
持
つ
寓
意
よ

り
は
る
か
に
複
雑
で
あ
り
、
そ
こ
に
暴
力
や
性
の
隠
喩
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
大
人
読
者
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
向

け
の
童
話
と
は
明
確
に
線
引
き
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
作
は
童
話
の
手
法
を
活
用
し
さ
ら
に
拡
大
す

る
こ
と
で
、
資
本
主
義
貨
幣
経
済
に
囚
わ
れ
る
人
間
を
痛
烈
に
批
判

し
な
が
ら
も
、
そ
の
批
判
を
文
学
の
情
感
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
お
け
る

　
　

童
話
表
現
の
広
が
り

以
上
、
未
明
「
白
刃
に
戯
る
火
」
の
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
よ
う

に
、
社
会
構
造
へ
の
批
判
を
描
く
た
め
に
童
話
や
寓
話
の
形
式
が
有

効
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
は
広
く
共

有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
秋
田
雨
雀
の
童
話
集
『
太
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陽
と
花
園
』
書
評
で
、『
種
蒔
く
人
』
同
人
の
劇
作
家
佐
々
木
孝
丸
は
、

《
現
在
の
日
本
の
童
話
作
家
の
価
値
は
、
最
も
強
い
感
化
力
と
最
も

迅
速
な
伝
播
力
と
を
持
つ
て
ゐ
る
そ
の
童
話
と
い
ふ
武
器
を
執
つ

て
、
如
何
な
る
程
度
に
ま
で
、
来
る
べ
き
世
界
の
た
め
に
、
新
し
い

時
代
の
た
め
に
闘
か
つ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
極
る）
29
（

》
と

述
べ
、
童
話
が
社
会
一
般
に
対
し
て
持
ち
う
る
影
響
力
を
生
か
し
、

童
話
に
よ
っ
て
深
遠
な
社
会
批
判
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
先
駆
け
と
な
っ
た
雑
誌
『
黒
煙
』
で
は
、

第
２
号
（
大
８
・
４
）「
紹
介
」
欄
で
《
黒
煙
五
月
『
童
話
号
』
に
は

此
国
に
今
ま
で
一
つ
も
な
か
つ
た
最
も
芸
術
的
な
最
も
思
想
的
な
童

話
小
説
童
話
劇
を
満
載
す
る
》
と
予
告
し
た
上
で
、
翌
五
月
に
童
話

特
集
号
を
組
ん
で
い
る）
30
（

。
こ
の
号
の
作
品
に
社
会
批
判
の
姿
勢
が
強

く
表
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
お

い
て
、
童
話
が
〝
子
ど
も
の
た
め
の
読
み
物
〞
と
い
う
枠
を
越
え
、

大
人
が
読
む
文
学
の
重
要
な
一
形
式
と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
後
、『
種
蒔
く
人
』『
我
等
』『
文
芸
戦
線
』
な
ど
諸
雑
誌
に
も

童
話
系
・
寓
話
系
の
作
品
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主

な
執
筆
者
は
、
未
明
を
は
じ
め
と
し
、
他
に
秋
田
雨
雀）
31
（

や
ワ
シ
ー
リ

ー
・
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ）
32
（

、
武
者
小
路
実
篤
、
長
谷
川
如
是
閑）
33
（

、
金
子
洋

文
、
未
明
門
下
の
坪
田
譲
治
な
ど
で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
作
品
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
る
な
ら
、
例
え
ば
、
大
人

達
が
鉄
の
人
間
に
な
り
無
感
情
に
う
ご
め
く
街
に
迷
い
込
ん
だ
主
人

公
が
川
で
遊
ぶ
生
気
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
達
と
出
会
い
革
命
を
決
意
す

る
、
村
山
槐
多
の
「
鉄
の
童
子
」（『
我
等
』
大
10
・
１
）、
鼠
を
取
る

よ
う
人
間
に
命
じ
ら
れ
た
猫
が
鼠
に
憐
れ
み
を
感
じ
気
が
狂
っ
た
と

し
て
殺
さ
れ
る
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
「
変
り
猫
」（『
我
等
』
大
10
・
３
）、

労
働
服
を
着
た
蟻
た
ち
と
人
間
の
大
臣
や
大
将
た
ち
が
、
ど
ち
ら
が

世
界
の
王
座
に
就
く
か
を
話
し
合
い
、
蟻
た
ち
の
批
判
に
よ
っ
て
、

人
間
社
会
の
非
情
・
欺
瞞
が
暴
か
れ
る
金
子
洋
文
の
「
人
間
派
と
蟻

の
会
議
」（『
種
蒔
く
人
』
大
11
・
２
）
な
ど
が
あ
る
。

中
で
も
、
武
者
小
路
実
篤
の
「
あ
る
都
会
」（『
我
等
』
大
10
・
３
）

は
極
め
て
興
味
深
い
。
城
壁
の
内
部
に
有
産
階
級
が
、
外
部
に
無
産

階
級
が
住
み
、
無
産
階
級
が
革
命
を
企
て
今
に
も
城
壁
を
壊
そ
う
と

し
て
い
る
。
主
人
公
は
無
産
階
級
と
革
命
に
つ
い
て
対
話
す
る
が
、

議
論
は
革
命
後
の
理
想
的
社
会
の
実
現
困
難
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

《
す
べ
て
の
人
が
幸
福
に
な
り
、
餓
え
ず
に
す
む
と
云
ふ
こ
と
は
、

城
壁
を
た
ほ
す
こ
と
よ
り
更
に
む
づ
か
し
い
の
だ
。》
と
す
る
主
人

公
と
、《
外
の
人
》
と
の
対
話
は
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
の
距
離
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
城
壁
を
た
ほ
し
た
あ
と
、世
の
中
は
ど
う
な
る
で
せ
う
」／「
そ
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れ
は
合
理
的
な
世
が
、
そ
の
時
に
な
つ
て
始
め
て
生
れ
ま
す
」

／
「
ど
う
云
ふ
世
の
中
で
す
」
／
「
製
産
の
過
剰
が
な
く
な
り

ま
す
。
労
働
が
皆
に
わ
り
あ
た
へ
ら
れ
ま
す
」
／
「
い
や
が
る

も
の
は
ど
う
し
ま
す
」
／
「
そ
れ
は
強
制
し
ま
す
」（
中
略
）「
外

の
人
は
城
壁
を
こ
わ
せ
ば
す
ぐ
天
国
が
く
る
と
思
つ
て
は
ゐ
な

い
の
で
す
か
、
働
か
な
く
つ
て
も
食
へ
る
の
だ
と
、
そ
し
て
そ

の
時
が
来
て
、
な
ほ
一
層
強
い
圧
迫
を
も
つ
て
押
え
つ
け
ら
れ

て
は
、不
平
は
起
し
ま
せ
ん
か
」（
中
略
）「
う
る
さ
い
の
で
す
ね
、

あ
な
た
は
、
あ
ゝ
あ
な
た
は
内
の
人
の
犬
で
す
ね
。」
／
「
い

や
私
は
、
外
の
人
の
幸
福
を
望
ん
で
ゐ
る
の
で
す
。
城
壁
の
こ

は
れ
る
こ
と
は
賛
成
で
す
。
し
か
し
そ
の
為
に
多
く
の
犠
牲
を

払
ひ
、
そ
し
て
お
さ
ま
る
処
が
、
餓
で
は
困
る
と
思
ふ
の
で
す
、

そ
し
て
そ
の
不
平
を
押
え
る
の
は
武
力
に
よ
る
よ
り
仕
方
が
な

い
で
は
困
る
と
思
ふ
の
で
す
。（
以
下
略
）

こ
の
よ
う
に
、
革
命
後
の
社
会
混
乱
や
課
題
を
ま
で
正
確
に
予
言
す

る
議
論
が
、
し
か
も
非
常
に
明
快
な
表
現
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

後
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
難
解
な
議
論
と
内
部
抗
争
に
終
始
し
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
極
め
て
簡
明
な
物
語
の
対
立
構
造
の
な
か
で
、

単
純
で
は
あ
る
が
想
定
す
べ
き
本
質
的
な
問
題
を
読
者
に
問
い
か
け

る
こ
う
し
た
文
学
の
価
値
は
大
き
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
に

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
陣
営
か
ら
糾
弾
さ
れ
る
白
樺
派
の
人
道
主
義
も
ま

た
、
童
話
の
構
造
を
用
い
る
こ
と
で
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
参

入
し
て
い
た
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
、
社
会
の
巨
視
的
な
問
題
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

取
り
上
げ
る
に
は
、
従
来
の
細
密
な
心
理
描
写
を
中
心
と
し
た
小
説

形
式
で
は
な
く
、
む
し
ろ
小
説
概
念
が
確
立
さ
れ
る
な
か
で
排
除
さ

れ
た
寓
話
・
説
話
に
基
づ
く
、
童
話
の
形
態
が
一
層
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
野
謙
は
初
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
反
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
の
傾

向
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
が）
34
（

、
早
く
は
大
杉
栄
や
荒

畑
寒
村
が
『
近
代
思
想
』
に
お
い
て
、
既
成
文
壇
を
自
然
主
義
に
代

表
さ
せ
、
そ
の
題
材
そ
の
も
の
と
題
材
を
扱
う
姿
勢
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア

擁
護
だ
と
批
判
し
て
い
た）
35
（

。
そ
し
て
こ
の
論
法
は
、
後
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
の
批
評
家
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
例
え
ば
、
未
明
著

『
血
に
染
む
太
陽
』
の
書
評
（『
種
蒔
く
人
』
大
11
・
４
）
に
お
い
て
津

田
光
造
は
、
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ズ
ム
が
、
階
級
批
判
の
意
識
の
な

い
ま
ま
、
現
実
生
活
の
細
部
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
点
を
批
判
し
て

い
る）
36
（

。
未
明
も
ま
た
、《
自
然
主
義
は
現
実
の
暴
露
を
目
標
に
掲
げ
て

（
中
略
）
人
間
の
趣
味
や
、
思
想
や
、
生
活
が
、
何
に
よ
つ
て
、
さ

う
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
、
科
学
的
に
一
歩

進
め
て
、
も
し
く
は
社
会
観
的
に
論
断
は
し
な
か
つ
た）
37
（

》
と
、
社
会

的
な
分
析
視
点
、
問
題
意
識
が
欠
け
て
い
る
点
を
批
判
す
る
。
し
か
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し
、
未
明
の
批
判
は
さ
ら
に
表
現
の
手
法
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
未

明
は
新
ロ
マ
ン
主
義
の
表
現
態
度
を
、
現
実
の
再
現
を
目
指
す
自
然

主
義
に
対
置
さ
せ
て
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

自
分
の
主
張
せ
ん
と
す
る
気
分
、
若
し
く
は
主
義
を
大
胆
に
表

現
す
る
為
め
に
、
何
故
に
思
ひ
切
つ
て
其
処
に
創
作
と
云
ふ
も

の
を
敢
て
成
さ
な
い
の
か
。
経
験
に
根
柢
を
有
し
て
居
る
異
常

な
る
想
像
の
組
立
て
と
云
ふ
も
の
は
、決
し
て
空
疎
な
怪
談
や
、

架
空
の
冒
険
小
説
に
堕
す
る
も
の
で
は
な
い
。
其
の
一
つ
一
つ

を
組
み
立
て
ゝ
居
る
材
料
が
、
真
に
作
者
の
主
観
が
透
徹
し
、

真
実
性
を
失
は
な
い
な
ら
ば
、
其
所
に
荘
厳
な
る
特
色
の
鮮
や

か
な
芸
術
が
出
来
る
も
の
で
あ
る）
38
（

。

こ
の
よ
う
に
、
未
明
は
現
実
の
再
現
よ
り
一
層
有
効
な
社
会
主
義
文

学
を
模
索
し
、
細
部
の
設
定
や
表
現
に
筆
者
の
主
張
を
浸
透
さ
せ
た

想
像
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
初
期
に
は
、
童
話
の
表

現
形
式
が
持
つ
効
果
に
期
待
が
集
ま
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
小
川
未

明
は
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
動
き
の
中
核
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
未
明
の
社
会
批
判
を
主
題
と
す
る
作
品
群
は
独
自
の
地

位
を
与
え
ら
れ
、
文
壇
の
中
で
も
そ
の
存
在
意
義
が
認
め
ら
れ
て
い

た）
39
（

。
一
方
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
陣
営
の
内
部
か
ら
も
ま
た
外
部

か
ら
も
、
展
開
や
人
物
の
設
定
が
概
念
的
に
す
ぎ
る
こ
と）
40
（

、
階
級
闘

争
と
い
う
主
題
を
扱
う
際
に
童
話
的
な
作
風
は
不
適
合
で
あ
る
こ

と）
41
（

、
ま
た
社
会
矛
盾
を
読
者
の
感
情
に
訴
え
か
け
る
点
で
一
定
の
効

果
を
持
ち
な
が
ら
も
、
書
か
れ
る
作
品
に
発
展
性
が
み
ら
れ
な
い
た

め
に
表
現
方
法
自
体
に
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る）
42
（

。

発
展
性
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
指
摘
は
、
お
そ
ら
く
初
期
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
に
お
け
る
童
話
的
作
品
の
全
体
に
通
じ
る
問
題
で
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
未
明
も
ま
た
他
作
家
の
作
品
も
着
想

が
似
て
く
る
か
散
漫
に
な
る
き
ら
い
が
あ
り
、
多
様
な
作
品
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
の
日
本

の
児
童
文
学
が
抱
え
て
い
た
限
界
と
も
重
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
作
品
自
体
の
行
き
詰
ま
り
の
一
方
で
、
先
の
未
明
に
対
す

る
批
判
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
全
体
が
童
話
の
表
現
形
式
自
体
を
否
定
す
る
方
向
に
向
か
い
つ
つ

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
を
最
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。

五　

お
わ
り
に

先
に
『
近
代
思
想
』
の
時
期
か
ら
早
く
も
自
然
主
義
を
批
判
す
る

こ
と
で
社
会
主
義
小
説
を
同
定
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
が
、
震
災
以
後
の
大
正
末
に
は
、
既
成
文
学
の
否
定
か
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ら
出
発
し
た
は
ず
の
新
感
覚
派
、
ダ
ダ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
学

を
も
自
然
主
義
の
延
長
に
お
い
て
退
け
る
こ
と
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
を
規
定
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、
青
野
季
吉
は
大
正
十
四
年
七
月
に
「『
調
べ
た
』
芸
術
」

（『
文
芸
戦
線
』）を
発
表
し
、《『
本
統
の
も
の
』と
云
へ
ば
個
人
の
狭
い
、

偶
然
的
な
経
験
だ
け
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
『
掘
り
下
げ
て
！
』
さ
へ

お
れ
ば
、
何
か
に
ぶ
つ
か
る
と
い
ふ
風
に
、
ま
る
で
神
秘
的
な
、
奇

蹟
的
な
考
へ
方
を
し
て
平
気
で
ゐ
た
》
と
お
そ
ら
く
自
然
主
義
、
白

樺
派
以
来
の
自
我
の
絶
対
視
や
、
作
家
の
個
人
生
活
の
偏
重
を
批
判

す
る
。
そ
し
て
、
新
感
覚
派
も
狭
隘
な
個
人
の
感
性
に
閉
じ
こ
も
る

《
無
意
力
》
に
よ
っ
て
、
極
端
な
技
巧
に
は
し
っ
た
結
果
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
り
、
現
今
の
日
本
の
文
学
は
《
印
象
小
説
、
印
象
芸
術
》

に
す
ぎ
な
い
と
喝
破
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
中
西
伊
之
助
も

表
現
主
義
は
《
強
い
自
己
の
観
念
化
と
な
つ
て
、
甚
し
く
現
実
と
乖

離）
43
（

》
し
て
い
る
と
論
難
し
、
ま
た
武
藤
直
治
も
人
間
の
意
識
は
《
社

会
科
学
的
現
象（
即
ち
社
会
生
活
）に
支
配
》さ
れ
て
い
る
た
め
に
、《
理

想
や
主
観
や
感
覚
の
い
は
ゞ
新
し
き
イ
デ
ア
界
に
い
ゝ
気
分
で
没
入

し
そ
こ
に
安
住
》
す
る
表
現
主
義
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る）
44
（

。

つ
ま
り
彼
ら
は
、
個
人
の
感
性
は
現
実
社
会
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
個
人
の
主
観
に
基
づ
く
文
学
（
新
感
覚
派
、
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸

術
等
）
は
、
現
実
社
会
の
黙
認
、
追
従
に
す
ぎ
な
い
と
非
難
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
法
に
お
い
て
は
、
作
家
の
社
会
的
視
野

や
問
題
意
識
の
深
浅
と
、
題
材
と
、
表
現
手
法
の
問
題
と
が
極
め
て

曖
昧
に
癒
着
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
家
の
問
題
意
識
が
作
品
の
社

会
的
意
義
を
決
定
す
る
と
捉
え
て
い
た
た
め
に
、
社
会
批
判
に
主
眼

を
置
か
な
い
新
感
覚
派
や
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
学
の
生
み
出
し

た
、
表
現
手
法
そ
の
も
の
の
有
効
性
を
問
い
直
す
契
機
も
失
わ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

青
野
は
さ
ら
に
、「「
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
を
中
心
に
―
「
調
べ
た
芸
術
」

再
論
―
」（
大
15
・
１
、『
文
芸
戦
線
』）
に
お
い
て
、

 

プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
は
生
産
機
関
を
に
ぎ
つ
て
ゐ
る
階
級
だ
。
社
会
を

運
転
し
て
ゐ
る
階
級
だ
。（
中
略
）
こ
の
世
界
を
解
剖
し
、
描
写

す
る
こ
と
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
だ
け
が
持
つ
唯
一
の
特
権
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
世
界
こ
そ
は
、
今
日
の
社
会
の
心
臓
で
あ
つ
て
、
資

本
家
的
悪
の
物
凄
い
、
動
悸
を
打
つ
て
ゐ
る
場
面
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
労
働
者
の
実
態
を
細
密
に
描
く
と
い
う
題
材
と

手
法
の
あ
り
方
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
自
身
が
作
者
と
な
る
場
合
の
特

権
性
を
保
証
す
る
基
準
と
化
し
た
と
き
に
、
作
者
の
問
題
意
識
の
深

浅
や
資
格
を
は
か
る
も
の
に
転
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
れ
が
、
既
成
作
家
に
社
会
的
視
点
が
欠
如
し
て
い
る
と
し
、

そ
の
表
現
形
式
を
も
否
定
す
る
先
の
主
張
と
融
合
し
た
と
き
に
、
労

働
者
の
実
態
を
描
く
《
リ
ア
リ
ズ
ム
》
に
絶
対
的
な
価
値
が
置
か
れ
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る
よ
う
に
な
る
。《
リ
ア
リ
ズ
ム
》
の
手
法
は
、
作
家
の
社
会
的
地

位
と
描
く
べ
き
題
材
を
必
然
的
に
定
め
る
た
め
、作
家
の
批
判
精
神
、

社
会
的
地
位
と
実
際
の
作
品
を
結
び
つ
け
て
評
価
す
る
基
準
と
し
て

選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

蔵
原
惟
人
は
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
・
レ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
道
」（『
戦
旗
』

昭
３
・
５
）
に
お
い
て
、
表
現
形
式
の
推
移
を
階
級
闘
争
の
史
的
経

緯
と
重
ね
て
説
明
し
た
。
十
九
世
紀
地
主
階
級
の
没
落
と
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
台
頭
に
と
も
な
い
、
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
・
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

の
文
学
は
自
然
主
義
文
学
へ
転
換
し
、
今
後
ブ
ル
ジ
ョ
ア
か
ら
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
に
主
動
力
が
移
行
す
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム

か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
に
推
移
す
る
こ
と
に
な
る
と

主
張
す
る
の
で
あ
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
リ
ア

リ
ズ
ム
へ
の
転
換
は
表
現
形
式
の
転
換
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ

ム
へ
は
作
家
の
立
場
と
内
容
の
転
換
に
変
移
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

議
論
の
飛
躍
は
、
青
野
ら
の
論
調
を
土
台
と
し
て
可
能
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

青
野
季
吉
、
中
西
伊
之
助
、
武
藤
直
治
ら
は
、
ナ
ッ
プ
成
立
後
に

は
次
第
に
運
動
の
中
軸
か
ら
距
離
を
置
い
た
人
々
で
あ
り
、
蔵
原
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
念
が
多
分
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
プ

レ
ハ
ー
ノ
フ
を
は
じ
め
と
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
の
輸
入
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
の
労
働
者
文
学
に
そ
の
範

を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
の
こ
の
時
期
の
批
評
活
動
を
一

概
に
ナ
ッ
プ
成
立
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
理
論
と
連
続
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
。
平
野
謙
は
、
文
学
的
実
践
と
作
家
の
政
治
的
資
格
を

一
体
化
す
る
蔵
原
の
主
張
に
、
私
小
説
的
発
想
が
無
批
判
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
が）
45
（

、
大
正
末
期
に
、《
リ
ア
リ
ズ
ム
》

を
作
家
と
作
品
を
繋
ぐ
わ
か
り
や
す
い
基
準
と
し
て
採
択
し
た
青
野

ら
の
議
論
に
そ
の
徴
候
は
す
で
に
表
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
青
野

ら
に
お
い
て
も
、
既
成
文
壇
の
作
家
と
作
品
へ
の
批
判
と
切
り
離
し

て
、
そ
の
表
現
形
式
自
体
の
有
効
性
を
再
検
討
す
る
契
機
は
、
す
で

に
失
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
宣
言
」
の
直
前
の
時
期
に
、
未
明
が
自
身
の
階
級
に
対
す
る
負

い
目
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
作
品
に
顕
著
に
表
れ
て

い
る）
46
（

。
お
そ
ら
く
未
明
に
お
い
て
、
知
識
階
級
と
し
て
の
負
い
目
が

童
話
の
形
式
を
と
る
創
作
上
の
負
い
目
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
し
て
小
説
家
の
立
場
を

放
棄
す
る
こ
と
は
、
自
身
の
階
級
と
作
風
に
対
し
て
等
価
に
向
け
ら

れ
た
同
時
代
の
圧
力
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

後
に
初
期
『
戦
旗
』
に
も
《
童
話
》
欄
は
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
、
子
ど
も
が
階
級
闘
争
に
目
覚
め
る
過
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程
を
現
実
の
子
ど
も
の
生
活
に
密
着
し
て
描
く
も
の
で）
47
（

、
本
稿
で
見

て
き
た
寓
話
的
作
品
群
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
や
が
て《
童
話
》

は
『
戦
旗
』
の
附
録
冊
子
『
少
年
戦
旗
』
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
の
読
み
物
に
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
資
本
主
義
経
済
の
功
罪
を
暴
き
、
そ
の
超
克
を
目
指
し
、

さ
ら
に
革
命
後
の
社
会
を
構
想
す
る
と
い
う
、
社
会
構
造
の
概
念
的

批
判
と
そ
の
先
の
社
会
像
の
想
定
に
、
童
話
の
寓
意
機
能
が
極
め
て

有
効
で
あ
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
表
現
の
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
の
帰
趨
に
重
大
な
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
川
未
明
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
退
く
こ
と
を
決
意
し
た
「
童

話
作
家
宣
言
」
は
、
こ
の
後
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
リ
ア
リ
ズ
ム

へ
の
偏
向
と
、
文
学
と
し
て
の
閉
塞
を
決
定
づ
け
る
一
つ
の
指
標
と

し
て
文
学
史
上
に
位
置
づ
け
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

※
引
用
に
際
し
、
旧
字
は
適
宜
新
字
に
改
め
、
振
仮
名
、
傍
点
は
省
略
し
た
。

【
注
】

（
1
）「
文
芸
盛
衰
記　

ア
ナ
系
の
残
存
者
」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
昭
４
・
６

・
24
）

（
2
）「
小
川
未
明
論
」『
現
代
日
本
文
学
全
集　

七
〇
』
筑
摩
書
房
、
昭
32

（
3
）
本
山
恭
子
は
、
積
極
的
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
追
求
す
る
た
め
で
あ

る
と
し
（「
小
説
家
と
し
て
の
小
川
未
明
論
―
『
童
話
作
家
宣
言
』
を

中
心
に
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
昭
39
・
11
）、
山
田
稔
は
、
反
都

会
・
反
資
本
・
反
物
質
か
ら
原
始
や
子
供
を
志
向
す
る
理
想
の
あ
り

方
が
童
話
へ
の
傾
斜
を
促
し
た
と
す
る
（「
小
川
未
明
に
お
け
る
思
想

と
美
学
―
『
魯
鈍
な
猫
』
に
つ
い
て
」『
文
学
』
昭
和
36
・
10
）。
ま
た
、

船
木
枳
郎
は
そ
う
し
た
理
想
を
訴
え
る
対
象
が
大
人
で
は
な
く
児
童

で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
が
ゆ
え
の
選
択
で
あ
っ
た
と
見
做
し
て
い

る
（『
小
川
未
明
童
話
研
究
』
宝
文
舘
、
昭
29
）。

（
4
）
紅
野
敏
郎
は
《
未
明
の
素
朴
に
し
て
善
良
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、

激
烈
な
階
級
闘
争
の
場
内
に
ず
か
ず
か
と
入
る
こ
と
を
、
か
た
く
な

に
禁
じ
た
と
も
い
え
る
》（「
小
川
未
明
」『
日
本
現
代
文
学
全
集　

四

十
二
』
講
談
社
、
昭
41
）
と
述
べ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
に
賛
同
し

が
た
い
未
明
が
小
説
を
書
き
続
け
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
、
抗
争

か
ら
逃
れ
る
た
め
に
童
話
を
選
択
し
た
と
理
解
す
る
。
ほ
か
に
秋
山

清
「
ア
ナ
キ
ス
ト
・
小
川
未
明
」（『
文
学
』
昭
36
・
10
）
な
ど
。

（
5
）
飛
鳥
井
雅
道
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史
論
』
八
木
書
店
、
昭
57

（
6
）
栗
原
幸
夫
『
増
補
新
版　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
そ
の
時
代
』
イ
ン

パ
ク
ト
出
版
会
、
平
16

（
7
）『
木
佐
木
日
記　

第
二
巻
』
現
代
史
出
版
会
、
昭
50
年

（
8
）《
こ
の
作
風
の
変
貌
は
未
明
に
特
有
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
構
造
が
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一
面
的
に
ク
ロ
オ
ズ
・
ア
ッ
プ
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
た
め
で
、
本

質
的
な
転
化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
》（「
小
説
家
と
し
て
の
小

川
未
明
」『
文
学
』
昭
36
・
10
）
と
指
摘
が
あ
る
。

（
9
）《
最
初
の
新
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
時
代
か
ら
最
新
の
社
会
主
義
芸
術
の

時
代
を
通
じ
て
、
常
に
人
道
の
為
め
の
反
抗
と
愛
と
に
終
始
し
て
来

た
作
家
で
あ
る
》
山
川
亮
「
小
川
未
明
論
」『
解
放
』（
大
14
・
11
）

（
10
）「
魯
鈍
な
猫
」『
読
売
新
聞
』（
明
45
・
４
・
24
〜
６
・
５
）
な
ど
。

（
11
）「
戦
争
」『
科
学
と
文
芸
』（
大
７
・
１
）
な
ど
。

（
12
） 「
人
と
影
」『
解
放
』（
大
11
・
１
）、「
面
白
味
の
な
い
社
会
」『
我
等
』（
大

11
・
10
）
な
ど
。

（
13
）
短
編
集
『
雨
を
呼
ぶ
樹
』
の
書
評
に
《
未
明
氏
の
作
品
の
背
後
に
流

れ
て
居
る
思
想
に
は
○
○
○
（
無
政
府
か
―
渋
谷
注
）
的
な
色
彩
が
、

か
な
り
強
烈
に
塗
ら
れ
て
居
る
。
そ
し
て
事
象
の
観
方
に
し
ろ
、
考

へ
方
に
し
ろ
サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ト
の
主
張
と
相
近
い
も
の
が
感
ぜ
ら
れ

る
。
時
に
は
そ
れ
が
世
の
所
謂
常
識
家
か
ら
批
評
さ
せ
れ
ば
、『
愚
か

者
』
と
し
か
云
は
な
い
だ
ら
う
と
思
は
せ
る
程
に
、
単
純
な
現
れ
方

を
し
て
居
る
。
然
し
そ
れ
が
未
明
氏
に
と
つ
て
独
特
な
芸
術
境
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
不
思
議
な
迫
撃
力
を
持
つ
て
、
読
者
に
迫
つ
て

来
る
。》（『
種
蒔
く
人
』
大
10
・
11
）
と
指
摘
が
あ
る
。

（
14
）《
虐
げ
ら
れ
た
る
も
の
の
た
め
に
強
権
の
横
暴
を
憤
り
、
正
し
き
も
の

の
た
め
に
社
会
の
組
織
悪
を
呪
ふ
魂
》《
我
等
が
未
明
氏
に
於
て
貴
ぶ

所
は
、
更
に
民
衆
の
魂
に
食
ひ
入
つ
て
、
そ
の
血
と
肉
と
を
浄
化
せ

ず
ん
ば
己
ま
ざ
る
偉
大
な
る
愛
の
力
―
情
熱
の
力
で
あ
る
》（
未
明
撰

集
の
広
告
）『
解
放
』（
大
14
・
11
）

（
15
）「
冷
淡
で
あ
っ
た
男
」『
解
放
』（
大
12
・
４
）、「
空
中
の
芸
当
」『
太
陽
』

（
大
９
・
10
）

（
16
）「
砂
糖
よ
り
甘
い
煙
草
」『
サ
ン
エ
ス
』（
大
９
・
10
）

（
17
）「
堤
防
を
突
破
す
る
浪
」『
中
央
公
論
』（
大
14
・
6
）

（
18
）「
あ
る
女
の
死
」『
解
放
』（
大
９
・
10
）、「
私
の
手
記
」『
我
等
』（
大

11
・
１
）

（
19
）「
黒
い
旗
物
語
」『
日
本
少
年
』（
大
４
・
４
）、「
石
段
に
鉄
管
」『
文
芸

戦
線
』（
大
13
・
12
）

（
20
）「
星
の
世
界
か
ら
」『
少
年
倶
楽
部
』（
大
6
・
9
）、「
酔
っ
ぱ
ら
ひ
星
」『
赤

い
鳥
』（
大
９
・
１
）

（
21
）「
港
に
着
い
た
黒
ん
ぼ
の
話
」『
童
話
』（
大
10
・
６
）

（
22
）「
飴
チ
ョ
コ
の
天
使
」『
赤
い
鳥
』（
大
12
・
３
）、「
負
傷
し
た
線
路
と
月
」

『
赤
い
鳥
』（
大
14
・
10
）

（
23
）
杉
浦
明
平
は
《
子
供
に
も
っ
ぱ
ら
人
間
の
邪
悪
さ
、
残
酷
さ
と
そ
の

裏
側
に
お
け
る
ま
っ
た
き
無
力
さ
し
か
教
え
な
い
童
話
は
、
い
か
に

美
し
い
詩
的
な
幻
想
に
飾
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
子
供
の
精
神
を
暗

く
し
傷
つ
け
る
ば
か
り
だ
ろ
う
》
と
批
判
し
て
い
る
（「
小
川
未
明
論
」

『
文
学
』
昭
36
・
10
）。
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（
24
）《
暗
い
陰
気
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
鬼
気
の
襲
ふ
程
極
端
な
も
の
で
あ

つ
て
欲
し
い
。
暗
い
心
、悶
え
る
心
は
、其
に
よ
つ
て
一
層
強
く
な
り
、

更
に
深
刻
な
苦
し
き
実
感
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
よ
つ
て
慰
め
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。》
小
川
未
明
「
詩
と
美
と
想
像
」『
読
売
新
聞
』（
明
44

・
２
・
25
）

（
25
）「
日
本
の
児
童
文
学
と
小
川
未
明
」『
文
学
』（
昭
36
・
10
）

（
26
）「
子
供
は
虐
待
に
盲
従
す
」『
芸
術
の
暗
示
と
恐
怖
』
春
秋
社
、
大
13

（
27
）《
詩
や
、
空
想
や
、
幻
想
を
、
冷
笑
す
る
人
々
は
、
自
分
等
の
精
神
が
、

物
質
文
明
に
中
毒
し
た
こ
と
に
気
付
か
な
い
人
達
で
す
。》《
童
話
は

小
説
な
ど
ゝ
異
っ
て
、
直
ち
に
、
現
実
の
生
命
に
飛
び
込
む
魔
術
を

有
し
て
ゐ
ま
す
。》（『
小
さ
な
草
と
太
陽
』
序
、
赤
い
鳥
社
、
大
11
）、

ほ
か
に『
金
の
輪
』序（
南
北
社
、大
８
）、「
童
話
に
対
す
る
所
見
」（『
人

間
性
の
た
め
に
』
二
松
堂
書
店
、
大
12
）
な
ど
。

（
28
）
石
井
勇
義
『
実
際
園
芸
叢
書　

第
三
巻　

球
根
草
花
の
作
り
方
』
誠

文
堂
書
店
、
大
14

（
29
）『
種
蒔
く
人
』（
大
10
・
11
）

（
30
）『
黒
煙
』
大
正
八
年
五
月
号
の
目
次
を
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
お
き
た
い
。

《
△
童
話
小
説　

犬
と
人
と
花　

小
川
未
明　

△
童
話
小
説　

蠅
の
話　

丹
潔　

△

童
話
小
説　

盲
ひ
し
小
鳥　

角
谷
伊
作　

△
童
話
劇
　

雪
山
童
子　

藤
井
真
澄　

△
童
話
小
説　

村
へ
帰
る
心　

坪
田
譲
治
》

（
31
）「
酋
長
と
噴
火
」『
種
蒔
く
人
』（
大
10
・
11
）

（
32
）「
虹
の
国
」『
我
等
』（
大
10
・
７
）、「
理
想
花
」『
種
蒔
く
人
』（
大
11

・
２
）、「
世
界
平
和
の
日
（
新
童
話
）」『
我
等
』（
大
11
・
７
）、「
墜
ち

る
為
め
の
塔
」『
解
放
』（
大
12
・
５
）
な
ど
が
あ
る
。

（
33
）
長
谷
川
如
是
閑
は
毎
号
『
我
等
』
の
巻
頭
に
小
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
し
ば
し
ば
寓
話
風
の
小
品
を
発
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ

ン
ド
の
《
土
人
》
を
空
爆
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
青
年
が
そ
の
《
土
人
》 

た
ち
か
ら
命
を
救
わ
れ
改
心
す
る「
善
良
な
悪
魔
の
涙
」（
大
12
・
５
）、

人
間
の
手
先
で
あ
っ
た
《
聖
猪
》
に
よ
っ
て
、
猪
た
ち
が
美
し
く
な

る
呪
文
を
か
け
ら
れ
て
豚
に
さ
れ
精
肉
所
に
送
ら
れ
る
「
猪
の
聖
者
」

（
大
12
・
６
）
な
ど
。

（
34
）
平
野
謙
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」『
日
本
文
学
講
座　

第
六
巻　

近
代

の
文
学　

後
期
』
河
出
書
房
、
昭
25

（
35
）
荒
畑
寒
村
「
芸
術
か
戦
闘
か
」（『
近
代
思
想
』
大
２
・
３
）
な
ど
。

（
36
）
書
評「『
血
に
染
む
太
陽
』（
小
川
未
明
著
）」『
種
蒔
く
人
』（
大
11
・
４
）

（
37
）「
建
設
の
前
に
新
人
生
観
へ
（
上
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
大
14
・
９

・
25
）

（
38
）「
文
学
上
の
態
度
、
描
写
、
主
観
」『
描
写
の
心
得
』
春
陽
堂
、
大
７

（
39
）
例
え
ば
、
後
ナ
ッ
プ
に
も
参
加
す
る
批
評
家
山
内
房
吉
は
「
四
月
の

文
芸
を
観
る
（
六
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
15
・
４
・
10
）
で
、
未

明
「
池
に
つ
い
て
の
話
」（『
文
芸
行
動
』
大
15
・
4
）
を
《
短
い
な

が
ら
も
ど
つ
し
り
と
し
た
重
み
の
あ
る
作
で
あ
る
。
題
材
が
作
者
に
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ぴ
つ
た
り
と
は
ま
つ
て
ゐ
る
の
で
、
何
等
の
破
綻
も
な
く
、
こ
の
作

者
独
特
の
色
と
味
と
を
だ
し
き
つ
て
、
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
も
の
に
し

て
ゐ
る
》
と
評
価
す
る
。

（
40
）
新
居
格
「
師
走
月
評
（
三
）」（『
万
朝
報
』
大
14
・
12
・
５
）、未
明
「
Ｋ

の
右
手
」（『
中
央
公
論
』
大
14
・
12
）
に
つ
い
て
。

（
41
）
宇
賀
生
「
創
作
月
評　

三
月
も
の
の
読
後
感
（
二
）」（『
や
ま
と
新
聞
』

大
14
・
３
・
４
）、岡
田
三
郎
・
浅
原
六
朗
の
合
評
「
二
月
創
作
」（『
不

同
調
』
大
15
・
３
）
な
ど
。

（
42
）
相
田
隆
太
郎
「
創
作
を
主
と
し
て
（
四
）」（『
読
売
新
聞
』
大
14
・
３

・
14
）
は
、「
白
刃
に
戯
る
火
」
に
関
し
て
未
明
の
童
話
と
詩
性
が
調

和
し
た
作
品
だ
と
し
な
が
ら
も
、
作
風
が
習
慣
化
し
て
い
る
と
批
判

す
る
。
ま
た
、
徳
田
秋
声
「
十
月
の
作
品
」（『
時
事
新
報
』
大
15
・

10
・
10
）
が
未
明
の
「
嵐
と
月
の
妖
術
」（『
中
央
公
論
』
大
15
・
10
）

に
対
し
、《
古
い
理
屈
と
感
情
の
繰
り
返
し
に
す
ぎ
な
い
》
と
述
べ
た

上
で
、
童
話
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
に
限
界
が
あ
り
、《
大
人
の
す
る

仕
事
で
も
な
い
》
と
述
べ
て
い
る
。

（
43
）中
西
伊
之
助「
表
現
主
義
の
危
険
と
新
現
実
主
義
の
要
求
」『
文
芸
戦
線
』

（
大
14
・
9
）

（
44
）
武
藤
直
治
「
唯
物
論
と
リ
ア
リ
ズ
ム
」『
文
芸
戦
線
』（
大
15
・
１
）

（
45
）
平
野
謙
は
、蔵
原
の
主
張
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
に
対
し
、

《
前
衛
な
ら
ぬ
作
家
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
前
衛
の
す
が
た
を
リ
ア
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
に
描
く
こ
と
は
不
可
能
か
、
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。》《
こ
こ
に
は
、
前
衛
の
観
点
を
も
っ
て
描

け
と
い
う
命
題
を
、
非
合
法
共
産
党
員
た
れ
と
う
け
と
る
よ
う
な
一

種
の
根
ぶ
か
い
私
小
説
的
発
想
に
対
す
る
文
学
上
の
無
批
判
性
が
底

流
し
て
い
た
》と
批
判
す
る（
現
代
日
本
文
学
全
集　

別
巻
第
一
巻『
現

代
日
本
文
学
史
』
筑
摩
書
房
、
昭
34
）。

（
46
）「
堤
防
を
突
破
す
る
浪
」（
前
掲
）
な
ど
。

（
47
）
稲
野
省
三
「
鎌
」（
昭
３
・
７
）、槇
本
楠
郎
「
文
化
村
を
襲
っ
た
子
供
」

（
昭
３
・
12
）
な
ど
。


